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1 はじめに
まず、背景としてCCG（Combinatory Catego-

rial Grammar, 組み合わせ範疇文法）[1]パーザの
文法開発は一般的に高価である。その理由は、主
に二点挙げられる。一点目は、実テキストに文法
規則を適用できる人材が少ない点。二点目は、木
構造の整合性のチェックは、線形構造の整合性、
例えば品詞の割り当て等のチェックと比べて高価
である点である。
　このことから、GUI（Graphical User Interface）
を備えた、文法の知識を持ち合わせ、かつ、様々な
機能がついたシステムを制作したいと考えた。本
研究では日本語 CCGパーザ lightblue[2]とWeb
フレームワークYesod[3]を用いて目的のシステム
を実装していく。本研究で作成するシステムでは
主に下記の 2点を実現させたいと考えている。

• CCG木構造の可視化に留まらず、それを編
集する機能や視認性を上げる機能を装備する

• 編集された CCG木構造を CCGツリーバン
ク形式で保存・上書きする

　本研究の最終的な目標は、日本語 CCGの文法
開発環境を提供することである。文法開発環境と
は、パーザとツリーバンクを相補的に改良するこ
とが可能な環境である。将来的には、本研究で作
成したGUIで編集・保存したCCGツリーバンク
を学習データとして、ligtblueなどのパーザの訓
練に用いたいと考えている。本稿では、上記で挙
げたうちCCG木構造の視認性を上げるパーザ開
発環境“ express”について主に述べる。
2 先行研究
GUIを持つパーザ開発プロジェクトとして主に
下記の 4つが挙げられる。

• PMB (The Parallel Meaning Bank)[4]

• Stanford CoreNLP[5]

• Allen NLP[6]

• NPCMJ (NINJAL Parsed Corpus of Mod-
ern Japanese)1

　これらの先行研究の共通点として、構文木の可
視化が可能であるという点が挙げられる。表１は
先行研究において実現されている機能を比較した
ものである。本研究では表 1にある全項目を満た
すシステムを作成することを目指している。その
上で先行研究と本研究との差分を列挙していく。
最初に、本研究において最も重要視する項目は、
日本語に対応しているかどうかである。その中で

1国立国語研究所 (2018)『NPCMJ Explorer』
（http://npcmj.ninjal.ac.jp/explorer/）

プロジェクト 日本語 ツリーバンク編集 意味表示 CCG

PMB △ ○ ○ ○
Stanford CoreNLP × × △ ×

Allen NLP × × △ ×
NPCMJ ○ × ○ ×

表 1: 本研究と先行研究の差分
PMBは日本語への対応が開始されたばかりであ
るため、△となっている。次に、ツリーバンクの
編集については、品詞の変更などが例として挙げ
られる。PMBはツリーバンクの編集の機能が非
常に充実している。意味表示については、意味役
割の付与にとどまるものは△、論理式で表現され
ているものは○とした。最後は、採用している文
法理論についてである。現在、CCGを採用して
いるのは唯一 PMBだけである。
3 システムの概要
このシステムでは入力を日本語の文とし、その
入力文に対するCCG木構造と意味表示をブラウ
ザ上に出力する。そして、ユーザーが出力された
CCG木に対して編集できるような機能を装備す
ることを目指している。このセクションでは、シ
ステムの大きな構成要素である lightblueとYesod
について述べる。システムの概要は図 1(次項)に
示す。
3.1 lightblue

lightblueは日本語CCGパーザである。入力は
日本語の文とし、それに対するCCG木構造と意味
表示が出力される。意味表示はDTS（Dependent
Type Semantics, 依存型意味論）[7] を用いてい
る。lightblueは純粋関数型プログラミング言語で
あるHaskellを用いて実装されている。
3.2 Yesod

Yesodについて簡潔に説明すると、Haskellで書
かれたWebアプリケーションフレームワークであ
る。Yesodでは標準的な Haskellを拡張した文法
であるTemplateHaskell[8]が使用可能であり、そ
の中でWidgetなどの動的なコンテンツが生成で
きる。上記で述べたように lightblueはHaskellで
実装されているため、Widgetの中でHaskellコー
ドが呼び出せることはYesodを用いる利点の 1つ
である。このシステムにおいて、ユーザーの操作
部分とそれに伴う画面表示部分を Yesodで対応
する。
現段階では、JSeM（Japanese Semantic test

suite：日本語意味論テストセット）[9]に対する
CCG木構造の出力が可能である。JSeMとは、日
本語の意味的な現象に基づく含意関係のデータ
セットを構築したものである。そのテストセット
は、FraCas test suite[10]の方針にならい言語現
象ごとに含意関係のテストをまとめている。テス
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図 1: システムの概要
トは主に、前提 (premises)・仮説 (hypothesis)・判
定 (answer)から構成されている。前提は 1つ以
上の文、仮説は 1つの文となっており、判定は前
提と仮説の間の含意関係により yes, no, unknown
もしくは undefのいずれかのラベルが与えられて
いる。現在のシステムでは、その JSeMのテスト
セットの指定された jsem idの前提と仮説の文そ
れぞれに対するCCG木構造を出力することがで
きる。（図 1）
4 まとめ
本稿では、日本語CCGパーザである lightblue
とWebアプリケーションフレームワークである
Yesodを用いて文法開発システムを実装した。木
構造を可視化した際、木の折り畳み/展開など様々
な機能が装備されると、木構造の分析にとって有
用である。今後の課題としては、意味表示として
用いているDTSをブラウザ上に出力、CCG文法
に沿った品詞の修正、出力されたCCG木の保存
などの機能を装備したいと考えている。
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